
§1．数量総括表

種　　　　別 材質・規格 単位 数量 備考

断面修復工 m3

　左官工法 上部工　防錆処理有 m3 0.23

下部工　防錆処理有 m3 0.02

　断面修復材 m3 0.25 （ロス含まず）

　殻処理 Co殻処理 m3 0.25

ひびわれ注入工 施工延長 m 8.15

　低圧注入工法 床版下面 m 0.75

下部工 m 7.40

シール材 kg 0.83

注入材 kg 0.23

注入器具 個 33

表面含浸工

　下地処理 サンダーケレン m2 58.8

　含浸材塗布 上向き m2 46.1

横向き m2 7.9

下向き m2 4.9

　含浸材 プロテクトシル同等品 ℓ 33.0

排水装置工

　既設排水管撤去 鋼管 m 1.0

　新設排水管設置 ステンレス管 m 1.4

　コンクリート削孔 Φ14 孔 8 排水管ベースプレート取付け箇所

　新設排水桝設置 ステンレス 箇所 2

塗装塗替工

　素地調整 RC-Ⅱ m2 83.2

　下塗工 m2 83.2

　下塗工 m2 83.2

　中塗工 m2 83.2

　上塗工 m2 83.2

　塗膜剥離剤塗布・塗膜除去 m2 83.2

　廃材の回収・積込 m2 83.2

　安全衛生保護具 電動ファン付呼吸用保護具 個 3

呼吸用保護具用フィルター 個 36 １径間分

使い捨て化学防護服 着 36 １径間分

防護手袋 組 36 １径間分

シューズカバー 個 36 １径間分



種　　　　別 材質・規格 単位 数量 備考

防護柵取替工

設置工 m 18.3

　カプセルアンカー 本 40 埋込長 L=250mm

　鉄筋探査 下向き m2 0.6

防護柵取替工

撤去工 防護柵撤去 m 18.3

カッター切断(支柱) 本 10

カッター切断(高欄) m 3.6

カッター切断(Co) m 6.0

はつり m3 0.03

Co殻処理 t 0.06

無収縮モルタル m3 0.04

水切り設置工

　設置延長 ｳｫｰﾀｰｶｯﾀｰ同等品 m 18.3

足場工

　吊足場 両側朝顔 m2 55.7

　片面シート張防護 シート張防護 m2 55.7

　朝顔+板張り防護+ｼｰﾄ張防護 シート張防護 m2 55.7

　朝顔+板張り防護+ｼｰﾄ張防護 m2 55.7

　浮足場 下部工用 m2 12.0 下部工用 2.0m×2.0m×0.3m 3基



§2．断面修復工

2.1 断面修復工

上部工

第5径間 床版下面

番号 幅(m) 高さ(m) 箇所数 面積
防錆
処理

1 0.10 0.10 2 0.020 有

2 1.00 0.20 1 0.200 有

3 0.60 0.20 1 0.120 有

4 0.30 1.10 2 0.660 有

5 0.10 0.40 1 0.040 有

6 0.60 1.10 1 0.660 有

7 0.15 0.40 1 0.060 有

8 0.15 0.30 1 0.045 有

9 0.15 0.15 1 0.023 有

10 0.10 0.20 1 0.020 有

11 0.40 0.20 1 0.080 有

12 0.50 0.40 1 0.200 有

13 1.00 0.80 1 0.800 有

14 0.60 0.30 1 0.180 有

15 1.00 0.50 1 0.500 有

16 0.50 0.50 1 0.250 有

17 1.40 0.30 1 0.420 有

18 1.10 0.30 1 0.330 有

合計 4.608 m2

体積 t=5cm 0.230 m3

断面修復上部工合計（防錆処理有）

0.230

＝ 0.230 ｍ3

床版下面（防錆処理有）

4.608

＝ 4.608 ｍ2

下部工

P5橋脚 0.10×0.10+0.10×0.35+0.35×0.35 ＝ 0.167 ｍ2

0.119+0.060+0.053+0.030+0.037 ＝ 0.299 ｍ2

小計 ＝ 0.466 ｍ2

合計 ＝ 0.466 ｍ2

断面修復下部工合計

0.466×0.050 ＝ 0.023 ｍ3



2.2 断面修復材（ポリマーセメントモルタル）

防錆処理有

上部工 ＝ 0.230 ｍ3

下部工 ＝ 0.023 ｍ3

合計 ＝ 0.253 ｍ3

2.3 殻処理

上部工 ＝ 0.230 ｍ3

下部工 ＝ 0.023 ｍ3

合計 ＝ 0.253 ｍ3



§3．ひびわれ注入工

3.1 施工延長

床版下面

第5径間 幅 0.2mm ＝ 0.75 ｍ

合計 ＝ 0.75 ｍ

下部工

P5橋脚 幅 0.4mm 0.20×2+2.10+3.20 ＝ 5.70 ｍ

0.5mm ＝ 1.70 ｍ

合計 ＝ 7.40 ｍ

施工延長合計 ＝ 8.15 ｍ

3.2 シール材

　シール幅:30㎜、厚さ2㎜、比重1,700にて実数量算出、ロス率37%は積算時に考慮する。

　単位当たり

0.030×0.002×1.000×1700×1.00 ＝ 0.102 kg/m

　全延長あたり

(0.75+7.40)×0.102 ＝ 0.831 kg

3.3 注入材

エポキシ樹脂系 深さ：50mm 比重：1.200 ロス率：15％

　単位当たり

床版下面 ひびわれ平均幅：0.20mm

0.0002×0.050×1.000×1200×1.15 ＝ 0.014 kg/m

下部工 ひびわれ平均幅：0.40mm

0.0004×0.050×1.000×1200×1.15 ＝ 0.028 kg/m

下部工 ひびわれ平均幅：0.50mm

0.0005×0.050×1.000×1200×1.15 ＝ 0.034 kg/m

　全延長あたり

床版下面

0.75×0.014 ＝ 0.010 kg

下部工

5.7×0.028 ＝ 0.160 kg

1.7×0.034 ＝ 0.058 kg

合計 ＝ 0.228 kg

3.4 注入器具

設置間隔：25㎝にて算出

　単位当たり

1.000/0.25 ＝ 4 個/m

　全延長あたり

( + )× ＝ 33 個

0.75

1.70

0.75 7.40 4



§4．表面含浸工

4.1　施工面積

上向き 9.13*5.05 ＝ 46.1 ｍ2

横向き 9.13*0.86 ＝ 7.9 ｍ2

下向き (9.13*0.60)-(0.25*0.25*10) ＝ 4.9 ｍ2

防護柵ベースプレート控除分

4.2　下地処理(サンダーケレン)

上向き 施工面積より ＝ 46.1 ｍ2

横向き 施工面積より ＝ 7.9 ｍ2

下向き 施工面積より ＝ 4.9 ｍ2

合計 ＝ 58.8 ｍ2

4.3　含浸材塗布

上向き 施工面積より ＝ 46.1 ｍ2

横向き 施工面積より ＝ 7.9 ｍ2

下向き 施工面積より ＝ 4.9 ｍ2

4.4　含浸材（プロテクトシルCIT同等品）

※標準使用量0.6　ℓ/m2にて算出（実際の使用材料により変更を行う）

46.0×0.6 ＝ 27.6 ℓ

7.0×0.6 ＝ 4.2 ℓ

2.0×0.6 ＝ 1.2 ℓ

合計 ＝ 33.0 ℓ

表面保護

6100-175x6=5050

175



§5．排水装置工

根　拠　図
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5.1　既設排水管撤去

管種 鋼管

撤去箇所数 2 箇所 (1径間当たり 2 箇所)

1径間当たりの撤去延長 0.505 x 2 = 1.01 m

合計撤去延長 1.01 x 1 = 1.01 m

5.2　新設排水管設置

管種 ステンレス管

設置箇所数 上流側： 1 箇所 (1径間あたり1箇所) = 1 箇所

下流側： 1 箇所 (1径間あたり1箇所) = 1 箇所

合計 = 2 箇所

1径間当たりの設置延長 上流側： x 1 = 0.72 m

下流側： x 1 = 0.72 m

合計設置延長 上流側： x 1 = 0.72 m

下流側： x 1 = 0.72 m

合計 = 1.43 m

5.3　コンクリート削孔 φ14

1箇所当たり 4 孔

1径間当たり 2 x 4 = 8 孔

全箇所当たり 8 x 1 = 8 孔

0.715

0.715

0.72

0.72



§6.塗替塗装工

※塗装面積の計算は、デザインデータブックの形鋼単位鋼重当たり表を参照。

 1. 総括

1.1 塗装面積総括表

1.2 塗装工集計表

1.3 塗膜剥離剤塗布・塗膜除去
　塗膜剥離剤(リベアソルブS同等品以上) 標準塗布量0.5kg/m2と想定(2回塗り)

第5径間 83.2 = 83.2
83.2

1.4 廃材の回収・積込
　廃材の回収・積込　1回と想定

第5径間 83.2 = 83.2
83.2合計 m2

m2
合計 m2

m2

中塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 m2 83.2
上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 m2 83.2

下塗 有機ジンクリッチペイント m2 83.2
下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(2回) m2 83.2

項目 規格 単位 合計 備考
素地調整 Rc-Ⅱ m2 83.2

上塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 m2 83.2
中塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 m2 83.2
下塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(2回) m2 83.2
下塗 有機ジンクリッチペイント m2 83.2

素地調整 Rc-Ⅱ m2 83.2
項目 規格 単位 第5径間

合計 RC-Ⅱ m2 83.2
支承 RC-Ⅱ m2 1.3
垂直補剛材 RC-Ⅱ m2 2.3
横桁 RC-Ⅱ m2 8.9
主桁 RC-Ⅱ m2 70.7

項目 仕様・規格 単位 第5径間



 2. 第5径間

 2.1 塗替塗装工(RC-Ⅱ)

(1)主桁 (I-450x175x13x26)
・単位長さ当たり鋼重 w= kg/m
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・桁長 L1= m ・本数 N= ・桁延長L=　 m

 1)鋼重
W1= x x ＝ kg

 2)塗装面積
A1= x ＝ m2

※上フランジ上面（床版接合面）施工不可箇所の塗装控除面積
A2= x ＝ m2

※補剛材接合面、施工不可箇所の塗装控除面積（各区間6箇所×5区間）
A3= x x ＝ m2

※主桁塗装面積 A ＝ m2

(2)横桁 (L-75x75x9)　1区間 2本×3箇所=6本
・単位長さ当たり鋼重 w= kg/m
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・部材長 L= m ・本数 N= ( 2 x 3 )× 5  =

 1)鋼重
W= x x ＝ kg

 2)塗装面積
A1= x ＝ m2

※補剛材との接合面、施工不可箇所の塗装控除面積（各区間6箇所×5区間）
A2= x x 6 x 5 ＝ m2

※横桁塗装面積 A ＝ m2

(3)垂直補剛材 (L-150x90x9)　1区間 2本×3箇所=6本
・単位長さ当たり鋼重 w= kg/m
・単位鋼重当たり塗装面積 a= m2/kg
・部材長L= m ・本数 N= ( 2 x 3 )× 5  =

A1= x x x ＝ m2
※主桁との接合面、施工不可箇所の塗装控除面積（各区間6箇所×5区間）

A2= x x ＝ m2
※横桁との接合面、施工不可箇所の塗装控除面積（各区間6箇所×5区間）

A3= x x 6 x 5 ＝ m2

※垂直補剛材塗装面積 A ＝ m2

(4)支承
・形状寸法 x 厚さ t= (2枚)
・本数 N= x =

A1= ( x - x ) x ＝ m2
A2= ( + ) x x x x ＝ m2

ΣA= ＝ m2

塗装面積の合計 A ＝ m2

0.63
0.62

1.3
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　◆　根拠図

◆　主桁使用鋼材：I-450×175×13×26

断面図 S=1:30
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◆　端横桁使用鋼材：L-75×75×9

　　中間横桁使用鋼材：L-75×75×9



◆　補剛材使用鋼材：L-150×90×9

◆　塗替塗装要領

素地調整工 Rc-II

防食下地工（有機ジンクリッチペイント）
(0.60kg/m2/回）

下塗工（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）
(0.20kg/m2/回）

中塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗)
(0.14kg/m2/回）

上塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗)
(0.12kg/m2/回）

鋼材表面

適用 : 鋼部材の塗替えに適用する。

塗装工程
使用量

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形フッ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

塗 料 名

素地調整

防食下地

下塗

下塗

上塗

中塗

(g/m2)

塗膜剥離剤+2種

弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

600

200

200

120

140

※十分な養生と飛散防止を行うこと。

Rc-II塗装系

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日



3. 安全衛生保護具

(1) 供用期間日数 算出

 塗膜剥離剤塗布･塗膜除去

設計数量 日当たり施工量 パーティ数

83.2 / 50 x 1 = 2

 剥離剤及び塗料かす回収･積込工

設計数量 日当たり施工量 パーティ数

83.2 / 50 x 1 = 2

 素地調整

設計数量 日当たり施工量 パーティ数

83.2 / 58 x 1 = 2
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(2) 安全衛生保護具数量 算出

電動ファン付呼吸用保護具 3 = 3

呼吸用保護具用フィルター 3 x 2 x 6 = 36

使い捨て化学防護服 3 x 2 x 6 = 36

防護手袋 3 x 2 x 6 = 36

シューズカバー 3 x 2 x 6 = 36

着

組

個

個

個

日

合計 日

日

日



§7．防護柵取替工

■設置工

（1）ガードレール（H=1.0m) L=9.13ｍ×2

L= × ＝ 18.26 ｍ

（2）ケミカルアンカー（埋込長L=250mm）

N= × ＝ 40 本

（3）コンクリート削孔（φ26mm,L=250mm）

＝ 40 孔

(4)鉄筋探査工

A= × × ＝ 0.63 ｍ2

■撤去工

（1）ガードレール

L= × ＝ 18.3 ｍ

（2）カッター切断（既設防護柵切断)

N= ＝ 10 本

（3）カッター工（既設高欄切断） Φ114

L= 2 × × × ＝ 3.58 m

（4）カッター工（既設防護柵取付部コンクリート：t=30mm）

L= （ × ） × ＝ 6.00 m

（5）コンクリートはつり（既設防護柵取付部コンクリート：t=30mm）

V= × × × 10 ＝ 0.027 m3

（6）Co殻処理

A= × ＝ 0.06 ｔ

（7）無収縮モルタル

V= × × × ＝ 0.027 ｍ3

V= × × × ＝ 0.017 ｍ3

0.044 ｍ3

10

0.03

0.027

0.30 0.30

0.057 π 10

10

0.10 0.10 0.17 10

2.35

0.30 0.30 0.03

2

4 10

0.25 0.25

0.3

10

9.13 2

10

9.13 2



§8．水切り設置工

（1）水切り設置工

設置延長

第5径間 × 2 ＝ 18.260 ｍ3

合計＝ 18.260 ｍ3

9.130



§8．足場工

塗装足場

吊足場(タイプA1) 両側朝顔有り

第5径間 6.10×9.130 ＝ 55.7 ｍ2

合計 ＝ 55.7 ｍ2

床面シート張防護

吊足場(タイプA1)と同様 ＝ 55.7 ｍ2

朝顔+板張り防護+シート張防護(タイプB)

吊足場(タイプA1)と同様 ＝ 55.7 ｍ2

湿式塗膜剥離工用養生シート工

吊足場(タイプA1)と同様 ＝ 55.7 ｍ2

下部工用浮足場 (2.0m×2.0m)×3基

P5橋脚 2.0×2.0×3 ＝ 12.0 ｍ2

合計 ＝ 12.0 ｍ2


